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第11回環境コミュニケーション大賞テレビ環境CM部門優秀賞の授賞式について

1. 当社（本社：東京都港区虎ノ門二丁目、社長：松下功夫）は、環境省および財団法人地球・人間環境フォーラム（理事長：

炭谷 茂）が主催する第11回環境コミュニケーション大賞において、テレビ環境CM部門の優秀賞である「地球・人間環境フ

ォーラム理事長賞」を受賞しておりますが、昨3月6日、日経ホール（東京都千代田区大手町）において、その授賞式が行

われました。

2. 「環境コミュニケーション大賞」は、優れた環境報告書等や環境活動レポートおよびテレビ環境CMを表彰することにより、

事業者等の環境コミュニケーションへの取り組みを促進するとともに、その質の向上を図ることを目的とした表彰制度で

す。テレビ環境CM部門以外に、環境報告書部門および環境活動レポート部門があります。

3. 今回の受賞は、当社が容器包装プラスチック油化事業者協議会（会長：塩谷 操）と共同で研究している製油所での廃プラ

スチック熱分解油のアップグレードに関する取り組み（油化リサイクル）を視聴者に親しみやすい身近な商品を使ってアピ

ールしたことが高く評価されたものです。

4. 当社は、2002年から当社精製技術センター（所在地：埼玉県戸田市、所長：松田健一）において、廃プラスチック熱分解油

を石油精製設備の活用により石油製品へ再生するための処理技術等に関する研究を開始し、2004年から当社水島製油

所（所在地：岡山県倉敷市、所長：木村政信）において、商業装置による日本で初めての実証化運転を行っております。

5. 当社は、今後も限りある資源を有効に活用する技術・製品の開発に取り組んでまいります。

以上

【参考資料】授賞式の模様


